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１　小単元　　自然災害に備える
２　小単元について
　(1)　小単元の位置とねらい

　子どもたちは，これまでに，世界や日本の近隣の海洋や大陸の広がり，世界における日本の位置
と領土について地球儀や地図を活用して調べたり，白地図にまとめたりする活動を通して，世界の
主な大陸と海洋，主な国の名称と位置，我が国の位置と領土についてとらえてきている。また，国
土の主な山地や山脈，平野，川などの地形や地域による気温と降水量の違いなどの気候の概要につ
いて追究することを通して，国土全体の地形や気候の特色をとらえてきている。このような学習を
してきている子どもたちは，国土の環境と人々のくらしとのかかわりについて関心をもち始めてい
る。
　そこで，本小単元では，我が国では地震や津波，風水害や土砂災害といった自然災害が起こりや
すいことや，その被害を未然に防いだり軽減したりするために国や自治体が様々な対策や事業を進
めていることを具体的にとらえさせるものである。また，写真やグラフ，地図や表などを活用し，
様々な自然災害対策の意味について，実際に取り組まれている事象と関連付けながら考えたことを
表現することができるようにするものである。
　このような学習は，地形や気候に特色がある地域に住む人々のくらしについて追究する学習へと
発展してくものである。

　(2)　指導の基本的な立場

　我が国は，その位置，地形，地質，気象などの自然的条件から，台風，豪雨，豪雪，洪水，土砂
災害，地震，津波，火山噴火などによる災害が発生しやすい国土となっている。本県においても桜
島の噴火土石流災害をはじめとして，大雨や台風による災害がこれまでに発生している。このよう
な自然災害が発生しやすい状況の中で，平成23年３月11日に発生した東日本大震災による甚大な物
的，人的被害を契機として，防災に対する社会全体の意識が高まり，国や自治体のみならず，地域
や市民とも連携を取りながら対策や事業が行われている。
　そこで，ここでは，我が国は，自然災害が起こりやすい国土の自然環境にあることや，自然災害
による被害を防止したり軽減させたりする必要性やそのための社会の仕組みについてよりよく理解
させるために，我が国における自然災害の発生の概要を取り上げるとともに，具体的事例を基に防
災のための国や自治体，地域や市民の取組の意味について考えさせていく。その際，自然災害の発
生とその対策について，自分とのかかわりでとらえ，主体的に追究させていくために，鹿児島県内
や鹿児島市内で発生した自然災害や，桜島の噴火や土石流発生に伴う自然災害を想定した現在の県
や市の対策や事業を取り上げていく。
　そのために，まず，東日本大震災の概要をはじめとする国内や県内で発生した災害について調べ
る学習を基に，我が国は自然災害が発生しやすい国土であることをとらえるとともに，「自然災害
が発生しやすい国土の中で，わたしたちのくらしを守るためにどのような取り組みがなされている
のだろうか。」という問題意識をもたせ，自然災害の防止や軽減のための取組について追究したい
という意欲を高めさせたい。次に，一人一人の予想を基に，追究計画を立てさせ，写真やグラフ，
表や地図等の資料を基に，自分なりに気付いたことを「公助」「共助」「自助」の柱で追究させてい
く。その際，桜島の噴火や火砕流の発生を想定した国や鹿児島県，市の取組について取り上げ，桜
島に実際に設置されている施設や設備，行われている事柄に関する資料を活用し，調べた事実を基

にその意味について考え，話し合わせながら整理させていく。さらに，追究したことを基に，桜島
の噴火や土石流発生に伴う災害に備えた対策について新聞にまとめ交流する活動を設定すること
で，自然災害とその防止や軽減に関心をもつとともに，自分の生活とのかかわりについて考えを深
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めることができるようにする。
　このような学習を通して，子どもたちは，自然災害の発生に備えるための取組の意味について分
かる楽しさを味わいながら，自然災害防止の重要性についての関心を深め，国土への愛情を育んで
いくことができる。

　(3)　子どもの実態 ( 調査人数33名，質問紙法，重複回答，主な項のみ記述 )

　この学級の子どもたちの，自然災害とその防止
についての見方や考え方は次のとおりである。
　単元の学習で追究したいことについては，災害
の種類や，災害に備えた対策に関心をもつ子ども
が多い（項目１）。これは，これまでの学習や生活
経験を通して，自然災害の存在を子どもたちが知っ
ており，防災に対する意識が高まっているからであ
ると考える。次に，具体的な災害の種類については
地震や津波を挙げる子どもが多い（項目２）。これ
は，東日本大震災に関する報道を見聞きした経験か
らである。それに次いで，台風や大雨，土砂崩れを
挙げる子どもが多いのは，自己の生活経験による
ものであると考える。その一方で，県内で発生し
た主な自然災害については８・６水害や大正大噴
火を挙げる以外は，あまりとらえられていない（項

目３）。また，具体的な防災のための取組については，十分にとらえ切れているとは言えない。そ
の中でも，特に，行政の取組については，とらえている子どもが少ない（項目４）。これは，生活
の中で見聞きする事柄と防災に関する社会の仕組みとを関連付けてとらえられていないためである
と考える。資料活用の技能については，グラフや地図，表にかかれていることを自分なりの観点を
もって読み取ることができる（項目５）。また，資料に書かれている事柄同士を比較したり，関連
付けたりして自分の考えをもつことができる（項目６）。さらに，まとめ方については，これまで
にも取り組んできた新聞作りのほかに，単元の特性から自己の生活に生かす防災マップやマニュア
ル作りを挙げる子どもが多い（項目７）。

　(4)　指導上の留意点

　以上のことを踏まえ，指導に当たっては次のようなことに留意したい。
　我が国は，自然災害が起こりやすい国土の自然環境にあることを踏まえ，自然災害による被害を
防止したり軽減させたりする必要性やそのための取組みについてよりよく理解させるために，「国
や県，市による取り組み（公助）」「地域における取組（共助）」「家庭や自分たちにできること（自
助）」を追究の柱として追究させる。その際，資料をからとらえた具体的な事実と，その意味とを
関連付けて考え，互いの考えを全体で話し合わせることでとらえさせていきたい。

　　ア　まず，3月に行われた防災給食について振り返り，その契機となった東日本大震災やそのほか
のこれまでに国内や県内で発生した主な自然災害の種類や発生場所を調べ，地図にまとめる活
動を基に，我が国が自然災害が発生しやすい国土であることをとらえさせる。そして，そのよ
うな国土の中で実際に自分たちが生活しているという事実から，「自然災害が発生しやすい国土
の中で，わたしたちのくらしを守るためにどのような取組がなされているのだろうか。」という
問題意識をもたせ，自然災害の発生に備えるための対策について追究していきたいという意欲
を高めさせていく。

　　イ　防災対策や事業にかかわる人を予想させることで，「公助の取組」「共助の取組」「自助の取組」
の三つの追究の柱を立てさせ，追究させていく。その際，社会的事象の意味を考える根拠とな
る事実を具体的にとらえさせるために，実際に設置されている施設や設備，行われている事柄
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を写真や実物，パンフレットといった資料を活用させていく。また，とらえた事実と，各々の

事実が防災上果たす効果とを関連付けて話し合わせていく。さらに，それぞれの視点に基づく
取り組みの限界性を話し合わせることで，国や自治体，地域，家庭が相互に連携，協力し合い，
社会全体で自然災害の発生に備えた対策を講じていくことの必要性をとらえさせていく。

　　ウ　追究したことを基に，小単元の学習問題に対するまとめを話し合うとともに，新聞にまとめる
活動を設定する。その際，追究の柱である「公助」「共助」「自助」の三つの立場を関係図や文
章で表現させるとともに，自分にできることを記事の内容に盛り込ませる。

３　目　　標
　(1)　わが国の自然災害の様子や防止に向けた取組の様子に関心をもち，自然災害発生の概要や，国や

自治体，地域や家庭それぞれの立場における取組の様子を主体的に調べたり，調べたことを基に，
自然災害の防止のために自分にできることについてまとめたりすることができる。

　(2)　様々な自然災害対策の意味について，実際に取り組まれている事象と関連付けながら考えたこと
や，自然災害の防止や軽減のために自分にできることについて考えたことを説明することができ
る。

　(3)　わが国の自然災害の様子や防止に向けた取組の様子について，表やグラフ，写真などの資料を活
用して必要な情報を集めるとともに，調べて明確になったことをまとめることができる。

　(4)　わが国は，自然災害が起こりやすい国土の環境にあり，国及び自治体が災害を防止したり軽減し
たりするための対策や事業を進めていることや，災害の防止や軽減には，国民一人一人の協力及び
防災意識の向上が必要であることをとらえることができる。

４　指導計画 ( 全７時間 )
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５　本　　時（３／７）
　(1)　目　標

　桜島の火山災害に備えた対策や事業を具体的に追究する活動を通して，施設や設備を整えたり，
人々の意識や行動を高めたりすることの意味について，防災上のねらいや効果と関連付けて考える
ことで，国や自治体が様々な防災のための対策や事業を行っていることをとらえるとともに，国や
自治体相互の協力や地域との連携といった関係を説明することができる。

　(2)　本時の展開にあたって
　本時の展開にあたっては，国や自治体が協力，連携して桜島による自然災害への様々な対策や事
業を行っていることをよりよくとらえさせるために，資料からとらえた事実と，その事実を取り上
げた理由を話し合わせる活動を設定することで，とらえた事実を防災上のねらいや効果と関連付け

ながら展開していく。

　(3)　実　際

 

 
 

 
 

  

 

  

 

  


